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平成 24 年度	 第 5 回	 （2012 年 9 月度）	 理事会議案書	 

	 

日	 時	 平成 24 年 9 月 15 日(土)	 9 時 30 分～11 時 30 分	 	 

場	 所	 新赤坂事務所：港区赤坂２―１０―１７	 石原ビル２F	 

出席者	 出席者： 土屋、青木、木村、竹政、西川、阪井、岩下 （監事）日野、丹下 

スカイプ参加者： 川村、正岡、神野  （スカイプ含め出席者計 12 名） 

欠席者	 野本、平山、金城	 

議	 題	 特別事項	 

	 	 	 

審議事項	 

	 １	 

２	 

３	 

４	 

５	 

６	 

書記・承認者指名 

8 月度議事録確認 

会員入会承認・退会確認 

PE 受験登録セミナーと合格者祝賀会の今後の進め方 

ホームページへの記名ファイルダウンロード機能追加 

ホームページでの会員情報交流活性化 

 

（会長）	 

（総務部会）	 

（会員部会）	 

（会員部会）	 

（広報部会）	 

（広報部会）	 

報告事項	 	 

	 １	 

２	 

３	 

４	 

エンジニアズサロン運営方針 

ワシントン州等の外国人申請者登録受け付け状況 

技術倫理アドホックコミティー推進状況	 

JPEC からの NCEES 総会報告 

	 

（企画部会）	 

（渉外部会）	 

（企画部会）	 

添付資料	 資料１： 9 月 8 日 PE 受験・登録セミナー 開催報告	 

資料２： 9 月 8 日 PE・FE 合格者祝賀会 開催報告 

資料３： （技術倫理）アドホックコミティ活動状況報告 

資料４： 記名ファイルダウンロード機能追加検討報告 

資料５： WEB 掲示板の設置案と懸念事項 

資料６： 8 月 23 日 JABEE との懇談報告 

資料７： JPEC からの 8 月下旬 NCEES 総会参加報告 
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議事内容	 アクション	 

	 

●	 審議事項	 

１．書記・承認者指名（敬称略）	 	 

	 	 議長：土屋	 	 書記：川村	 	 	 議事録承認者：岩下、竹政、土屋	 

	 

２．8月度議事録確認	 	 	 

西川理事が議事録を読み上げ、出席者が確認した。	 

	 	 

３．会員入会承認・退会確認	 

新入会員	 

	 PEN-0086	 小口	 力	 さん	 

	 FE-0375	 中西	 清芽	 さん	 

	 (なお、先月理事会時点において入会金未納であったFE-0373	 	 	 	 	 和田	 康弘	 さん

からは、入会金を納付頂いた。)	 

資格変更	 

	 PE-0207	 山田	 智之	 さん	 (旧	 PEN-0036)	 

退会者	 

	 FE-0259	 松本	 英俊	 さん（正規退会）	 

資格喪失	 

	 	 	 なし	 

会員数	 

8月度理事会後	 PE	 155名	 準PE	 43名	 FE	 122名	 AF	 31名	 ST	 2名	 合計353名	 

9月度理事会後	 PE	 156名	 準PE	 43名	 FE	 122名	 AF	 31名	 ST	 2名	 合計354名	 

	 

４．PE受験登録セミナーと合格者祝賀会の今後の進め方	 

	 9月8日午前にPE受験登録セミナ、午後に合格者祝賀会をいずれもJPECの協力を得て

開催した。セミナでは非会員10名を含む17名が聴講。祝賀会では新規合格者11名、新

規登録者2名	 計13名が参加し、JPECからのNCEES総会参加速報もあり盛況であった。	 	 

しかし、JPECによる費用支援は今後受験登録セミナに絞られること、および毎回の

セミナ・祝賀会開催は担当理事の負担も大きいことから、両行事の内容を統合するこ

とが議論されたが、結論が得られなかったため継続審議とする。なお、現時点で2013

年3/9及び9/14	 	 (いずれも土)	 12:00-16:00	 今回と同じ学士会館203号室を仮予約して

いる。	 

 

５．ホームページへの記名ファイルダウンロード機能追加 

 JSPEが作成した報告書などを、会員限定で記名ダウンロードする機能をホームページへ

追加することが提案され、了承された。改修費用は約4万円。 

 まずは6月に作成されたBP油田事故と福島原発事故報告書を会員に電子配布する。年次

総会での議案書電子配布についても検討する。 

 

６． ホームページへの掲示板設置	 

元々は 7/18 に金城理事が提案した「技術相談」と「特定業界の会員探索」に絞った会員専

用の告示/掲示板の案に基づく。ウェブ上での会員同士の交流を活発化させ、JSPE 活動を

活発化させることを目的として、一案として掲示板を復活させることを検討したが、運用のル

ールを明確に決めることが難しそうなこと、および、掲示板管理の負担が大きいと予想され

た。このため、技術相談については理事で受け、理事の得意分野などを contact us ページ

に掲示することにより、 webmaster メール経由での会員問合せ機能の強化を検討すること

とした。求人のような情報については JSPE はどう対応するかの案を渉外部会で検討する。 

 

	 

	 

（議長）	 

	 

	 

（総務部会）	 

	 

	 

（会員部会）	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

（会員・渉外）	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

（広報部会）	 

	 

	 

	 

	 

	 

（広報部会）	 
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議事内容	 アクション	 

 

 

●  報告事項  

   

１．	 エンジニアズサロン運営方針 

エンジニアズサロンを 10 月 3 日 19 時から事務所にて開催予定。当面、木村理事、丹下

監事と植村前会長との３人で毎月開催していく予定。 

 

２．	 ワシントン州等の外国人申請者登録受け付け状況 

ワシントン州ボードには日韓のみならずエジプトからの PE 登録申請者が殺到しており混

乱している模様。オレゴン州ボードが最近「合格後２年以内に登録」を「５年以内」に緩和し

た。 

 

３．	 技術倫理アドホックコミティー応募＆スタート状況 

検討テーマ「日本企業内で PE が技術倫理上直面する課題と対応について」について 9

名の会員参加を得て、10 月より半年間の活動開始予定。参考書は昨年のコミティでも用い

た Introduction to Engineering Ethics を考えている。 NSPE PE マガジンの Ethics 連載記

事を和訳し JSPE マガジンに掲載する企画案については、企画部会での対応が困難なた

め、他部会で分担していくことを検討する。 

	 

４．NCEES 総会参加報告(JPEC による)	 

 JPEC 義本会長、平城副会長より、8 月下旬に参加された NCEES 総会での参考情報を報

告頂いた。 

(1)  FE 試験が 2014 年から CBT 化されることが正式決定。３ヶ月ごとに１ヶ月がいつでも受

験できる月となる。試験時間は現在の 8hour ではＣＢＴには長すぎるという議論がある

ようで短くなる方向のようだ。 

(2)  「ABET と海外のＰＥ試験」というテーマのセミナーに参加した。ABET と日本の JABEE

はワシントン条約でつながっているので、米州のおよそ３分の１の州では JABEE 認定

コース卒業と言えば ABET 認定コース卒業と同等とみなされる。 

(3)  ワシントン州ボード、オレゴン州ボード、テキサス州ボードと米国外からの PE 登録申

請者受付状況について意見交換。  

	 

 

	 ・次回	 10 月 20 日（土）	 

	 

	 

	 

	 

（企画部会）	 

	 

	 

	 

（渉外部会）	 

	 

	 

	 

	 

（企画部会）	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

（JPEC）	 

	 

 

承	 認	 岩下	 哲	 

	 

承	 認	 竹政一夫	 

	 

承	 認	 土屋雅彦	 

	 

記録作成	 川村武也	 

	 

 

 


